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品
詞
分
解
と
現
代
語
訳 

大
問
二
六
（
出
典
：『
無
名
草
子
』） 

◎
品
詞
分
解
（
名
詞
は
基
本
的
に
非
表
示
。
非
活
用
語
は
基
本
的
に
初
出
の
み
。
同
色
の
助
詞
は
同
内
容
を
示
す
。） 

「
そ

の

格
助
（
体
修
）

『
枕
草
子
』
こ
そ

係

助

、
心
の
ほ
ど
見
え

ヤ
下
二
・
用

て接
助

、
い
と

副

を
か
し
う

シ
ク
・
用
（
ウ
音
）

侍

れ

丁
（
女
房→

老
尼
）

（
※
１
）。
さ
ば
か
り

副

を
か
し
く

シ

ク

・

用

も係
助

、
あ
は
れ
に

ナ

リ

・

用

も
、
い
み
じ
く

シ

ク

・

用

も
、
め
で
た
く

ク

・

用

も
あ
る

ラ
変
・
体

こ
と
ど
も
、
残
ら

ラ
四
・
未

ず
打
消
・
用

書
き

カ
四
・
用

記
し

サ
四
・
用

た
る

完
了
・
体

中
に格

助

、
宮

の

格
助
（
主
格
）

め
で
た
く

ク

・

用

盛
り
に

ナ

リ

・

用

時
め
か

カ

四

・

未

せ

尊
（
女
房→

定
子
）

給

ひ

尊
（
女
房→

定
子
）

し
過
去
・
体

こ
と
ば
か
り

副

助

を格
助

、
身
の
毛
も
立
つ

タ
四
・
体

ば
か
り

副

助

書
き

カ
四
・
用

出
で

ダ
下
二
・
用

て
、
関
白
殿
失
せ

サ
下
二
・
用

給

ひ

尊
（
女
房→

関
白
）

、
内
大
臣
流
さ

サ
四
・
用

れ
受
身
・
用

給

ひ

尊
（
女
房→

内
大
臣
）

な
ど

副

助

せ
サ
変
・
未

し
過
去
・
体

ほ
ど
の
衰
へ
を
ば

連

語

、か
け
て
も

副

言
ひ

ハ
四
・
用

出
で

ダ
下
二
・
未

ぬ
打
消
・
体

ほ
ど
の
い
み
じ
き

シ

ク

・

体

心
ば
せ
な
り

断
定
・
用

け

む

過
去
婉
曲
・
体

人（
※
２
）
の
、は
か
ば
か
し
き

シ

ク

・

体

よ
す
が
な
ど

副

助

も
な
か
り

ク

・

用

け
る

過
去
・
体

に
断
定
・
用

や係
助

、（
※
３
・
４
）
乳
母
の
子
な
り

断
定
・
用

け
る

過
去
・
体

者
に格

助

具
し

サ
変
・
用

て
、
遥
か
な
る

ナ

リ

・

体

田
舎
に

罷

り

謙
（
女
房→

定
子
）

て
住
み

マ
四
・
用

け
る

過
去
・
体

に

接
助
（
偶
然
）

、
襖
な
ど

副

助

い
ふ

ハ
四
・
体

も
の
干
し
に
外
に
出
づ

ダ
下
二
・
終

と
て

格

助

、『
昔
の
直
衣
姿
こ
そ

係

助

、
忘
ら

ラ
四
・
未

れ
可
能
・
未

ね
打
消
・
已

』
と格

助

独
り
ご
ち

タ

四

・

用

け
る

過
去
・
体

を格
助

見
マ
上
一
・
用

侍

り

丁
（
女
房→

老
尼
）

け
れ

過
去
・
已

ば

接
助
（
偶
然
）

、
あ
や
し
の
衣

着
カ
上
一
・
用

て
、
つ
づ
り
と格

助

い
ふ

ハ
四
・
体

も
の
帽
子
に

し
サ
変
・
用

て

侍

り

丁
（
女
房→

老
尼
）

け
る

過
去
・
体

こ
そ

係

助

、
い
と

副

あ
は
れ
な
れ

ナ

リ

・

已

。
ま
こ
と
に

副

、

い
か
に

ナ

リ

・

用

昔
恋
し
か
り

シ

ク

・

用

け

む

過
去
原
因
・
体

」
な
ど

副

助

言
ふ

ハ
四
・
終

。 

※
１
：
こ
の
文
章
は
、
老
尼
が
京
都
東
山
の
檜
皮
屋
で
女
房
た
ち
の
論
評
を
聞
き
、
そ
れ
を
記
述
し
た
と
い
う
構
成
で
あ
る
。 

※
２
：
こ
の
文
章
の
前
段
で
女
房
は
清
少
納
言
を
批
判
的
に
捉
え
て
い
る
た
め
、
こ
こ
は
皮
肉
と
し
て
肯
定
的
に
評
し
て
い
る
。 

※
３
：「
疑
問
語
～
推
量
系
＋
、」
は
挿
入
句
で
あ
る
。
こ
こ
は
筆
者
の
感
想
や
主
張
で
あ
っ
て
、
実
方
の
思
い
で
は
な
い
。 

※
４
：「
に
や
」「
に
か
」
は
「
あ
ら
む
」
を
補
う
。「
に
」
は
断
定
、「
む
」
は
推
量
で
あ
る
。 

 ◎
現
代
語
訳
（
『
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ノ
ー
ト
３
０ 

古
典
文
法
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
参
照
） 


